Blog #14 “押忍”と言おう
　以前ちょっと掃除のことについて書いたが、日本では内弟子だけでなく、一般の生徒が道場を掃除するのは珍しくない。一日の最後の稽古が終わった後、全員で道場の掃除をしたものだ。掃除夫に頼んで道場をきれいにするなどは、武道の世界では聞いたことがない。自分達の体と心を鍛えてくれる道場を自分達で掃除するのは何も特別な事ではないと思う。
　だからこそ、道場に入る時、“押忍”と尊敬と感謝の気持ちを込めて言うのだろう。

　押忍の直接の意味は、忍ぶということである。“忍”を分解すれば刀を止める心となる。最後の最後まで争いを避けるという強い心を持つことではないだろうか。すなわち、“押忍”は厳しい時、辛い時、苦しい時、忍ぶ心で乗り越え、次には、押して前に進み、また、厳しい時がめぐって来たらまた忍びと、少しづつ努力・進歩・前進する心なのだろう。
　また、押忍という言葉（心）と礼（動作，体）を道場の入口で、マットの前で、クラスの前にする事により、徐々に心と体の両方で稽古をするぞという準備になるのではないだろうか。
　ある空手の師範がその本の中で、非日常的な空間・場・結界をつくることが、学ぶのに効果的で大切な要素だと言われている。

　人間、日常的な場で、親しい人の忠告はあまり聞かないのである。親が口を酸っぱくして注意しても全然聞かないのに、教師や尊敬する人が同じ事を言うと「あっ、そうだ」とすぐ従うことは、よくあることではないだろうか。

　アメリカでは、やはり教会という場に行った方が素直に話が聞けるのではないだろうか。教会という場で、牧師という立場の人が、いい話をするので人は聞くのだろう。　公園で、Ｔシャツとショーツ姿のティーンエージャーが同じ話をしても、ほとんどの人は聞く耳を持たないだろう。そういうものだと思う。

　“押忍”や“礼”といった非日常的な言葉と動作をすることで、適切な場・雰囲気というものを作った方が、人間は素直に人の忠告やアドバイスを聞ける心の状態になるのではないだろうか。

　だから心を込めて、“押忍”というのは自分の為なのだ。昔から武道や職人、茶道・華道などの伝統のあるものは礼や様式をやかましく言う。それは、師や、その場に敬意を示すという事と同時に、学ぶ場をつくる事となっているのだと思う。

　因みに日本では授業料のことを月謝という。直訳すればMonthly Appreciationである。「毎月ありがとうございます」と言って、お金を持ってくるのである。

　空手を文化とすれば、伝統的な精神や技術様式を次に伝えていくことが空手の先生となった私の役目かもしれない。

　文化も時と共に少しづつ変わっていくので、空手のスタイルも少しづつ変わっていくのは避けられないだろう。昔のように、握り３年、立ち３年、基本技ばかり１時間も２時間もやっていたら誰も長くは続かないだろう。
　今はスピーディーでエキサイティングな空手を教える必要があるが、元のところの精神・技術・様式は保っていかなければと思う。
アメリカだけでなく、日本でも空手の伝統精神が薄れているが、最高師範がこの４０年近くしっかりと保っている空手の伝統・基準を私のところで崩す訳にはいかないと思っている。

皆でしっかり“押忍”と言おう。

· もっと内弟子ストーリーを読みたい人。

「内弟子in アメリカ」をAmazonで注文するか、最寄の道場に連絡して下さい。
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